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論文内容の要旨
本研究は，白金を担持した硫化カドミウム (CdS) 粉末光触媒の動作状態でのエネルギーバンド構造
を， CdS 電極の電気化学的特性と CdS 粉末および電極のバンドギャップ発光の測定から推定し，光触
媒反応との関係を明らかにしたものであるo 本論文は 5 章から構成されているO




第 2 章では， CdS の510nm のバンドギャップ発光(グリーンエミッション)の強度が CdS 光触媒の
バンド構造(バンドペンディングの大きさ)を鋭敏に反映していることを明らかにし，動作状態での光
触媒の発光測定が，光触媒反応のメカニズムや効率を考える上で有用であることを示した。
第 3 章では，亜硫酸塩水溶液中で， CdS および白金担持 CdS 粉末の発光を測定し， これを，電位を
コントロールした CdS 電極の発光と比較することによって，実際に反応が起こっている状態での白金









ることを結論した。 EDTAそれ自身は反応によってほとんど消費されない。 Cd8e 光触媒においても
同様な効果があるこを示した。
最後の章では，太陽エネルギーの有効利用の観点から光触媒特性を改善するために，種々の割合の
















らに EDTAが反応効率を増大することを見出し，それが Cd8 のフラットバンド電位の変化によるも
のであること，また， Cd8-Cd8e 混晶を用いた時の効果などについても明らかにした。以上のように，
本研究は独創的な手法により，粉末半導体触媒の水溶液中に於ける動作時の電子構造を明らかにするこ
とに成功したもので，単に用いた反応系にとどまらず，半導体光触媒一般の性質の理解に貢献するとこ
ろ大であり，またその成果は太陽光エネルギー化学変換の実用的技術にも役立つものであるO よって学
位論文として価値あるものと認めるO
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